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事業報告書 
 

事務局 
【構成メンバー】 
専務理事：髙橋 渓太 
事務局長：小野 顕成 
財務局長：今 孝夫 
 
【基本方針】 

JCI五所川原は「明るい豊かな社会の実現」に向けて運動を展開して参りました。しかし､

時代とともに人材の価値が高まる昨今に於いて､当会の運動を発信するためには一人の力

ではなく会員同士が連携することが求められます｡事務局長はこれまで事務局の基本業務

を中心として役割を担っておりましたが､事務局側ができることを今一度前向きに模索す

ることで､委員会の垣根を越えた各種定例会と総会の構築や地域に向けて時代に即した情

報発信をしていかなければなりません｡ 

その為には､連携するための基盤となる事務局の基本業務に加えて､委員会と連携しなが

ら SNS を活用して地域の皆様にいち早く当会の情報を発信します｡そして､年に 2 回開催さ

れる｢通常総会｣と 1 年間を締めくくる｢12 月定例会｣を実施して会員の連携に寄与します｡

また､これまでお世話になった先輩諸兄姉と交流する｢OB 交流会｣と､新たな仲間と出会う

｢異業種交流会｣を実施することで縁ある方との繋がりをより強固にして参ります｡ 

連携とは 1 人の努力では生まれることはなく､仲間と共に行動して互いの良さを引き出し

合うことで事業価値が高まります｡仲間がいることへの感謝の心を忘れずに最良の青年会

議所活動となるよう 1 年間邁進して参ります｡ 

 
【事業報告】 
○ 2 月通常総会「公益社団法人五所川原青年会議所２月通常総会」 
開 催 日：2024 年 02 月 20 日（木）19:00～21:00 
開催場所：五所川原市民学習情報センター  
参加員数：（対内）公益社団法人五所川原青年会議所 2024 年度会員及び 2023 年度理事 

今年度   21 名（正会員 19 名、仮入会員 2 名）  
特別会員  01 名（佐々木監事 1 名） 
前年度   特別会員 01 名（平田監事 1 名） 
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事業内ᐜ：2023 年度に於ける事業報告୪びに཰ᨭỴ⟬書に㛵してៅ㔜ᑂ議を行いました。

総会඲యを通ࡌて委員会活動の共᭷を行い当会の⤌⧊運Ⴀにࡘいて共᭷を行いました。 
○ 3 月定例会「2% 交流会」 
開 催 日：2024 年 03 月 19 日（ⅆ）19:00～21:00 
開催場所：)25(67 %/8(  
参加員数：対内）19 名、対እ）ࣈࣛࢡ࢔ࢽࢩ 13 名 
事業内ᐜ：ࣈࣛࢡ࢔ࢽࢩの皆様に現役会員の⮬ᕫ⤂௓や定例会の࿘▱を行い、交流をᅗり

ました。 
 ４月定例会「異業種交流会」 ࠐ
開 催 日：2024 年 04 月 19 日（㔠）19:00～21:00 
開催場所：)25(67  %/8(  
参加員数：対内）1� 名、対እ）9 名 
事業内ᐜ：当会に新たな仲間を㏄え入れる࡭く異業種交流会を実施しました。今回は参加

⪅に᭷益な情報をおᣢちᖐりいたࡔく࡭く➨ 1 㒊ではセ࣑ࢼーをྲྀり入れたᚋに、➨ 2 㒊

では㣗事を交えた交流会を行いました。 
9 ࠐ 月通常総会「公益社団法人五所川原青年会議所 9 月通常総会」 
開 催 日：2024 年 09 月 29 日（木）19:00～21:00 
開催場所：五所川原市民学習情報センター 
参加員数：（対内）公益社団法人五所川原青年会議所 2024 年度会員 

今年度   1� 名（正会員 1� 名、仮入会員 2 名）  
特別会員  01 名（佐々木監事 1 名） 

事業内ᐜ：202� 年度公益社団法人五所川原青年会議所の新యไがỴ議されました。 
11 月事業「ㄆド �0 ࿘年グᛕㄅ」 

開 催 日：2024 年 11 月 1� 日（ᅵ） 
開催場所：ㄆᢎ �0 ࿘年ㄅグᛕᘧ඾でࢹータ㓄ᕸ  

参加員数：なし  
事業内ᐜ：これまでのṌࡳを᣺り㏉り、さらなるḟ代への㣕㌍をㄋい、そして、これまで

Ṕྐを㈨ᩱとしてṧしました。 
○ 12 月定例会「公益社団法人五所川原青年会議所㸯２月定例会୪びに /20 内〔❶」 
開 催 日：2024 年 12 月 14 日（ᅵ）1�:00～1�:00 
開催場所：)25(67 %/8( 
参加員数：対内）20 名 
事業内ᐜ：2024 年度の事業を᣺り㏉り、202� 年度の新యไでの基本方針࣭基本ィ⏬を会員

に▱って㡬きました。 
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【かえりࡳて】 
本年度は事務局として活動するにあたり、኱きくศけて 2 ンを理事長からࣙࢩࢵの࣑ࡘ

いたࡔきました。1 て定例会を開催していくこと、2ࡌは、年間を通┠ࡘ は、公益┠ⓗ┠ࡘ

に㛵する対ᛂでした。 
 定例会に㛵してẖ月のようにやることがありましたので事務局、財務局がそれࡒれ議᱌

を担当することで、㈇担をศᩓしながら⁫りなく実施しました。 
3 月定例会は 2% 交流会を行いࣈࣛࢡ࢔ࢽࢩの皆様に、現役会員の⮬ᕫ⤂௓や定例会の࿘

▱を行いました。また、4 月定例会は⚄成ㅮᖌをお࿧びして社業と良ዲな人間㛵ಀの୧❧を

㢟材に、青年会議所のメࣜࢺࢵもྵめてࡈㅮ話していたࡔきました。参加⪅からはࠗㅮ話

が⫈けて良かった࠘ࠗ 交流できてよかった࠘というᎰしいおゝⴥをいたࡔきました。また、

12 月定例会では᮶年度へバࢺンをΏし、メンバーの一年間の努力をປいました。 
 公益㛵ಀでは 1� 年間ኚえることのなかった公益┠ⓗኚ᭦を行うことできました。このࣀ

 。ことで運Ⴀをより強固なものにして参りますࡄ⥅はメンバーでཷけ࢘ࣁ࢘
年間を通して縁のୗの力ᣢちの委員会ࡔったとᛮいます。事務局が一ࡘのࢳー࣒として

活動できたことは႐びであり感謝で⬚がいっࡥいです。᮶年度もࡳんなで༠力しながらᴦ

しく邁進して参ります。 
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２０２４年度 公益社団法人 五所川原青年会議所     

事業報告書 
 

総務委員会 
【構成メンバー】 
副理事長：川浪 剛功 
委 員 長：高橋 千恵子 
委 員：島谷 昌孝、吉田 富士雄、川浪 永、伝法谷 洋匡、木村 重太、 

清野 晋太郎 
 
【基本方針】 
 2024年度をもちまして JCI五所川原は認承 60周年を迎えます。先輩諸兄姉が「明るい

豊かな社会」の実現を目指し守り続けてきた組織運営を維持継続するためだけでなく、よ

り円滑に実行するために今一度学び、その上で現代社会に合わせたやり方を構築し、一人

ひとりが理解を深め、さらに地域への感謝の気持ちと更なる貢献について考え行動できる

精神力、行動力、人間力を磨きながら規律ある運営を実行していくことが必要不可欠です。 

今年度は各委員会メンバーと連携し合いながら「新年祝賀会」をはじめ、各定例会セレ

モニーの設営や、「役員選考委員会委員選挙」など運営しながら規律ある組織運営を誰でも

スムーズに取り組み JCI 五所川原として恥じる事がない様、質の高い学びの機会を作って

参ります。そして、「認承 60周年記念事業」や「認承 60周年記念式典」にて改めてこの団

体の存在価値や地域貢献について見つめ直す機会になる様、歴史を守り続ける向上心を高

めることができる式典を開催していきます。 

総務委員会は組織の規律を確保し示すものとして、今後のさらなる JC活動への覚悟の表明、

歴史の振り返りなどさまざまな要素から成り立つことを感じて頂き、青年のリーダーシッ

プと地域貢献の乖離が生まれないような行動や「覚悟」を持ち、地域の発展についてさら

に邁進して参ります。 
【事業報告】 
○ １月新年式典 「公益社団五所川原青年所 2024年度新年祝賀会」 
開 催 日：2024年 1月 13日（日）17:00~18:30 
開催場所：プラザマリュウ五所川原 
参加員数：対内）25名、対外）119名 
事業内容：「公益社団法人五所川原青年会議所 2024年度新年祝賀会」開催 
○ 7月定例会「役員選考委員会委員選挙」 
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開 催 日：2024年 07月 23日（ⅆ）19:00㹼20：25 
開催場所：五所川原ᕷẸ学⩦᝟報センࢱー 
参加員数：対内 21名 対外 ↓し  
事業内容：役員選考委員会委員選挙開催 
○ 11月定例会「公益社団法人五所川原青年会議所認ド �0周年記念式典࣭祝賀会」 
開 催 日：2024年 11月 1�日（ᅵ）17：00㹼20：00 
開催場所：プラザマリュウ五所川原 
参加員数：対内）23名、対外）113名 
事業内容：公益社団法人五所川原青年会議所認ド �0周年記念式典࣭祝賀会の開催 
○ 認ド �0周年記念事業 
事業内容：ᙜ会の認ド �0周年を記念した「立఺Ṋከ」の作成࣭祝賀会での発表 
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２０２４年度 公益社団法人 五所川原青年会議所

事業報告書 

 

奥津軽虫と火まつり委員会 

【構成メンバー】 

副 理 事 長：佐々木 康幸 

委 員 長：大澤 慎司 

副 委 員 長：貴田 祐吾 

委 員：平山 智久、棟方 大輝、竹内 大介、成田 健斗、葛西 喬、山田 瀧仙、 

     澤田 佳純 

 

【基本方針】 

 約半世紀もの間、「天下泰平」「国家安泰」「五穀豊穣」「悪疫退散」の祈りを込めて執り行い、

語り、受け継がれてきた「奥津軽虫と火まつり」。昨今では疫病、災害の激甚化、農水産物の不

作、海外での紛争など、地域・全世界でこれまでに類を見ない危機に陥っています。 

このような情勢の中、地域の幸せを願うまつりにするには、地域の人と共に神事の意義を再認識

し、地域の人と共に「奥津軽虫と火まつり」を発展させていくことが必要不可欠です。 

 そのためには、先輩諸兄姉および関係諸団体と協議を重ねながら、このまつりを継続していく

ための基礎を固め、確実に未来に繋ぐ手法の確立を行っていくと共に、「親善大使事業」や広報

活動にも力を入れ、多くの人へ「奥津軽虫と火まつり」を広く学び伝えていきます。 

また、より多くの地域の人を「奥津軽虫と火まつり」に巻き込んでいくと共に、安全に準備・運

行する環境の整備を行います。 

 これまでのまつりの軌跡を学び、天下の安寧を願い、地域に愛され必要とされる「奥津軽虫と

火まつり」を目指し・絶やさぬようにすることが必ずや「明るい豊かな社会」の実現に繋がると

確信し 1年間尽力して参ります。 

 

【事業報告】 

○ 「第 52回 奥津軽虫と火まつり」 

開 催 日：2024年 6月 15日（土） 

開 催 場 所：岩木川河川公園  

参 加 員 数：対内) 23名、シニアクラブ) 13名、会場動員数) 4,000名(メディア発表) 

事 業 内 容：「天下泰平・国家安泰・五穀豊穣・悪疫退散」を願う「第 52回 奥津津軽虫と火まつ

り」の開催。 
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○ 10月ᐃ౛会「奥津軽虫と火まつりを᣺り㏉り、ḟ年度へ繋ࡆる会」 

開 催 日：2024年 10月 24日（木）19:00 - 21:00 

開 催 場 所：ᕷẸ学⩦情報ࢭンࢱー 

参加員数：(対内) 17名 

事 業 内 容：奥津軽虫と火まつりの㐣ཤを᣺り㏉り、Ṕྐや⤒⦋を理ゎしたୖで、「これからの奥

津軽虫と火まつり」のᑗ来のጼ、࠶る࡭きጼを᝿ീし、会員୍人୍人がᙜヱ事業へ

の理ゎを῝め、⬟動ⓗに事業にᦠࢃれるようにする。 

 

○ 「奥津軽虫と火まつり親善大使事業」 

開 催 日：2024年 4月 25日（木）㹼6月 15日（土） 

開 催 場 所：ᕷ内ྛᑠ学ᰯ、ア࣒ࣃࢫにて TVฟ₇  

参 加 員 数：(対内)35名、対外）371名 

事 業 内 容：ᕷ内ྛᑠ学ᰯへまつりの意義や神事の大ษさを伝えるⅭのฟ๓ᤵ業や、TV ラ࢜ࢪฟ

₇、ᕷ長表ᩗゼၥ➼の広報活動を行う。 

 

○ JC࣏ࢧーࢱーࢬクラブタ立 

開 催 日：2024年 4月 1日（月）㹼11月 30日（土） 

開催場所：ྛ事業の開催場所 

参加員数：(対外)24名 

事業内容：JC の年間事業に㧗ᰯ⏕が࣒ࢫーࢬに参加できるよう年間࣎ランࢸィアとしてເ㞟を

行うことにより、JCഃ、学ᰯഃの㈇ᢸをῶらし、㧗ᰯ⏕の事情やᕼᮃも㋃まえ、ࣇ

ࣞ࢟シブࣝに事業へのア࢖ࢧンを行うことが目ⓗとなります。 

また、ⱝい世௦およびその家᪘から青年会議所運動の理ゎをᚓられることにより、

ᑗ来ⓗに明るい豊かな社会を⠏きࡆ࠶るための理ゎとᨭ᥼に繋がるものと⪃えてお

ります。 

 

 (地域とまつり（五㧗ㅮ₇ࠐ

開 催 日：2024年 4月 25日（木）、2024年 5月 2日（木） 

開催場所：五所川原㧗➼学ᰯ 

参加員数：(対外) 1学年約 200名 

事業内容：五所川原㧗➼学ᰯが 2024年より SSH(ࢫーࣃー࢚࢖ࢧンࢫ࢖ࣁࢫクーࣝ)指ᐃᰯと 

なりました。㧗ᰯ⏕が地域のㄢ㢟に対して࢚࢖ࢧンࢫⓗなㄢ㢟ゎỴにྲྀり⤌んでい

くୖで、地域ᩥ化や地域のㄢ㢟・現≧にゐれることにより、より地域にࢥࢫーࣉし

たㄢ㢟へのྲྀ⤌を行えるようㅮ₇を実᪋しました。 
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 内虫おくりᚋ᥼・஺ὶ事業┦ࠐ

開 催 日：2024年 6月 8日（土） 

開 催 場 所：五所川原ᕷ┦内地༊ 

参 加 員 数：(対内) 6名、௚（その家᪘） 

事 業 内 容：津軽地方᭱ྂの虫おくりから地域に土╔するまつりのᵝ┦を学び、 

これからの奥津軽虫火まつりを実᪋するୖでᨵ善のࣄンࢺをᚓるために 

      ┦内青年団と஺ὶし、┦内の虫おくりを体㦂してきました。 

 

 

【かえりࡳて】 

⚾⮬㌟としては、஧度目の奥津軽虫と火まつりの委員会にᦠࢃることとなりました。 

⤒㦂豊ᐩな委員会メンバーと会員のⓙᵝのおかࡆをᣢࡕまして、↓事に親善大使事業、奥津軽虫

と火まつりの本␒まで行うことがฟ来ました。 

また、本年度からࢱࢫーࢺした「JC࣏ࢧーࢱーࢬクラブ」がḟ年度௨㝆も継続してくれたらと

願うࡤかりです。 

ᦠࢃって下さったⓙᵝ、࠶りがとうࡊࡈいました㸟 
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２０２４年度 公益社団法人 五所川原青年会議所     

事業報告書 
 

青少年育成委員会 

【構成メンバー】 

副理事長：工藤 智哉 

委 員 長：野上 新一朗 

副委員長：葛西 翔悟 

委 員：川村 優弥、高橋 裕、中元 郁美、古川 竜太、太田 竜昂、平山 厚生 

 
【基本方針】 

 近年では、新型コロナウイルス感染症やインフルエンザ等による影響がまだ続いている中、

少子化や核家族化、デジタル化等の問題も加速している状況と思われます。それに伴い、現

代の青少年たちは日々の学校生活で自然の中でのリアルな体験をする場や責任ある行動を

とる力、対立やジレンマを克服する力の低下が懸念されます。私たち地域団体としては、青

少年の健全な成長を願い、様々な策を考え、取り組むことが責務であり、青少年の健全な育

成のためには、豊かな体験が必要です。  

 そのためには、「青少年の成長を支える体験」として自然の中でのリアルな体験をする場を

創出し、参加することで地域の自然にふれ、人の温かさにふれ、そしてその経験が青少年た

ちの成長に繋がっていきます。本年も「じょっぱりロード 2024」を開催し、仲間とともに

苦楽をともにし、励まし慰めあい自然の中でリアルな体験をし、その先にある感動を味わう

ことで仲間の大切さを知り、そして責任ある行動力を身につけ青少年たちの成長に繋がりま

す。  

 この体験を通じて仲間とともにした時間は、青少年たちの成長へと繋がり、身についた経

験はこれからの人生の糧となり、次世代の立役者へと成長する手助けとなります。そして

生まれ育った地域の担い手となることと信じ取り組んで参ります。 

 
【事業報告】 

○ ５月定例会「みんなでわくわく農業体験」 

開 催 日：２０２４年５月１９日（日）７：００～１６：００ 

開催場所：川浪茂氏所有の田んぼ（五所川原市藻川ペット火葬場付近） 

参加員数：対内）１９名、対外）２１名 

事業内容：自然の中でのリアルな体験として、農業体験を開催 
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○ 㸶月公開定例会「じょっぱりロード２０２４～OMOIYARIの᪑～」 

開 催 日：２０２４年９月１４日（ᅵ）～１６日（月） 

開催場所：五所川原市内ྛ所（川浪茂氏所有の田んぼ、五所川原⚄᫂ᐑな࡝） 

参加員数：対内）２４名、対外）２４名）、࣎ࣛン࢕ࢸア）１㸱名 
事業内容：青少年の健全な育成を願い開催したᚐṌಟ行の᪑ 

 

○ ➨１ᅇ࣎ࣛン࢕ࢸア◊ಟ会 

開 催 日：➨１ᅇ２０２４年㸶月２５日（火）１０：００～１７：００ 

開催場所：五所川原᝟報学⩦ࢭンター ど⫈ぬᐊ、ヨṌ（五所川原市内ྛ所） 

参加員数：対内）１５名、࣎ࣛン࢕ࢸア）１１名 

事業内容：࣎ࣛン࢕ࢸア◊ಟ会 

 

○ ➨２ᅇ࣎ࣛン࢕ࢸア◊ಟ会࣭参加者ㄝ᫂会 

開 催 日：２０２４年９月１日（日）１０：００～１６：００ 

開催場所：五所川原᝟報学⩦ࢭンター 大ᩍᐊ 

参加員数：対内）１５名、参加者）２０名、࣎ࣛン࢕ࢸア）１１名 

事業内容：࣎ࣛン࢕ࢸア◊ಟ会、参加者࣭ಖㆤ者に対するㄝ᫂会 

 

【かえりみて】 

２０２４年度の青少年育成委員会は５月定例会と㸶月定例会を担う役๭でした。 

スタートྠ時くらいから考えていた５月定例会で田᳜えをして㸶月定例会で✄สりをす

る事業をᐇ᪋できました。 

５月定例会では定員には㐩しまࡏんでしたが２１名のᑠ学生に参加してもらいました。

藻川コ࣑ࢭンにて五所川原⚄᫂ᐑの༠力でᢤ✑⚍をᇳり行い、田んぼへ⛣動しみんなで田

᳜えをしました。参加者をྵめ JCメンバーも㈗㔜な体験ができたと思います。 

㸶月定例会では「じょっぱりロード２０２４～OMOIYARIの᪑～」ᚐṌಟ行の᪑を２Ἡ

㸱日でᐇ᪋しました。参加者２４名、࣎ࣛン࢕ࢸア１㸱名の５⌜⦅成で学⩦᝟報ࢭンター

を出Ⓨし５月に農業体験した田んぼ┠ᣦしました。藻川コ࣑ࢭンではᢤ✑⚍～ส✑の൤～

をᇳり行い、田んぼに⛣動しみんなで✄สり体験をしました。⤊஢ᚋはバスでᐟἩ地のᲙ

⌔少年自然の家へと⛣動し、ኤ㣗はみんなで࢝レーをసって㣗࡭ました。 

２日┠はส取った✄を感ㅰのẼᣢちを㎸めて࠾♳りするため五所川原⚄᫂ᐑをめࡊし元

Ẽにスタート。࣎ࣛン࢕ࢸアがみんなでส取った✄を代⾲して࠾౪えするጼは感動しまし

た。そのᚋ、ᐟἩ地のᲙ⌔少年自然の家をめࡊし༗ᚋのスタート。฿╔ᚋはࡈ༠㈶いただ

いた⫗やᾏ㩭をᅖみ BBQをしました。 

㸱日┠᭱⤊日はࢦールの学⩦᝟報ࢭンターを┠ᣦしスタート。฿╔ᚋは᏶Ṍᘧを行い感

動と㐩成感でᾦするメンバー、参加者、࣎ࣛン࢕ࢸア、ಖㆤ者のⓙ様。そして࣡タࢩ。様々
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な思い出があふれ思い㏉してみるとこの事業をやってよかったなとᚰから思いました。 

ఱ年続くかわかりまࡏんが青少年育成事業はなくしてはいけない事業だと࠾もいました。 

↓事に全員࢞ࢣ事ᨾなく᏶Ṍできたのは JCメンバー、ྛ㒊会長、その௚㛵ಀ者のࡈ༠力

があってのことだと思います。 

ᨵめて２０２４青少年育成員会担ᙜ副理事長の工藤智哉をはじめとする委員メンバーの

みなさまありがとうࡊࡈいました。 
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